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研究成果の概要（和文）：本研究では第一段階として，地域DOTSを主体的に実施する機関の保健師8人から半構
造化面接の協力を得て質的に分析し，DOTSによる服薬療養支援を受ける結核患者の療養生活の概念を明確化する
とともに，第二段階で実施する量的及び質的横断調査の評価項目案を精査した．
第二段階として，DOTS下の地域結核療養者及び療養者の担当看護職を対象として，自記式質問紙調査を実施した
結果，療養者において心理的成長がみられ，とくに治療中断リスクの高い集団において高値が認められ，心理的
成長の関連要因として，DOTSによる服薬療養支援及びその認識が抽出された．また質的自由記載からは，生活改
善に関する記述が抽出された．

研究成果の概要（英文）：The study phase 1 aimed to clarify the concept of treatment life among 
community patients with tuberculosis undergoing care within DOTS in Japan.Semi-structured interviews
 were conducted by eight public health nurses providing care within DOTS. Interviews were analyzed 
qualitatively and structured concept.
The study phase 2 aimed to evaluate the psychological changes and identify associated factors among 
patients with TB undergoing the DOTS program in Japan.
The cross-sectional study recruited patients with TB receiving the DOTS program in four metropolitan
 cities in Japan. Surveys were administered to the patients and their attending public health or 
clinical nurses, who were responsible for their care and the DOTS program. The DOTS program in Japan
 improves patients’ treatment adherence and leads to recovery and psychological growth. Even in 
other regions, it may be effective to incorporate this program’s practices that place importance on
 partnerships with patients.

研究分野： 地域看護学

キーワード： 結核　DOTS　patient-centerd care　recovery　不安定就労・生活者　Post-traumatic Growth
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研究成果の学術的意義や社会的意義
療養者の特性に応じた包括的な服薬療養支援を受ける結核患者の療養生活として＜治療の伴走者を得て完治にむ
けて走り続ける＞を見い出した．これには，病を患う者とのヘルスケアパートナーシップを構築していくうえで
活用できる要素が含まれており，地域・公衆衛生看護学の発展に寄与できると考える．
DOTSによる服薬療養支援下の結核療養者は，服薬行動の遵守のみならず，生活行動を改善し心理的成長に至る経
験をし，患者の個人特性に合わせた継続的包括的なDOTSによる服薬療養支援が寄与することが示された．このよ
うな家族・多機関協働によるケア体制は，多くの健康課題を抱える者への支援においても参考とできると考えら
れる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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1. 研究開始当初の背景 

1) 結核は，世界の死亡率における最も大きな負担の一つであり，抗結核薬の耐性化並びに
HIV の重感染が重大な問題となっている（WHO，2017）．本邦においては，戦後の公衆
衛生政策により罹患率が低下し続けてきたが，罹患率の地域差が大きく（結核予防会，
2017），効果的な対策を講じていく必要がある．結核対策の国際的戦略として実施される
Directly Observed Treatment, Short-Course (DOTS)は（WHO, 1994），アフリカ諸国で
の結核対策として，治療成績の向上のために複数の抗結核薬による短期化学療法（Short-

Course Chemotherapy）と専門職等による直接服薬確認（Directly Observed Treatment: 

DOT）を組み合わせた方策を由来とする（Styblo, 1989）．DOTS の効果については，保
健医療従事者や家族，地域支援者による DOT群並びに患者自身による単独服薬群におけ
る治療成績に差がなく，治療の阻害要因を考慮し，包括的に支援できる戦略の必要性が指
摘されている（Karumbi et al., 2015）．本邦においては，「日本版 21世紀型 DOTS 戦略」
に基づき（厚生労働省，2015），治療開始からすべての結核患者へ関係機関との協働によ
る服薬療養支援が行われ，療養を続ける結核患者に切れ目なく関わりが継続される． 

 

2) 先進諸国においての結核は，患者発見率の向上と治療成績の高さ，社会経済的進展により
罹患率が低下しているが，なお重点的な公衆衛生対策が必要な疾患である．結核蔓延地域
から流入した人口や都市部貧困層での罹患により罹患率低下に鈍化がみられ（WHO, 

2012; 石川, 2008），地域での散発的な発生の火種になりかねない状況である．本邦におい
ては，近年でも毎年 1.5万人以上が新規に結核を罹患しており，世界的状況と同様に多剤
耐性結核菌の増加や HIV との重感染が大きな問題である．また，施設等での集団感染，
都市部における社会的・経済的弱者の発病増加等による複雑困難例も多く（森，2004），
このような者の結核を治癒へ導くことの方策が模索され，DOTSを基盤として地域性や対
象に応じた多様な方法で服薬療養支援が展開されており，さまざま実践活動が報告されて
いる（神楽岡, 2008; 橋本, 2009）．  

 

3) DOTS の効果については，治療完了率や治療中断率の改善の報告（Chaulk C.P., 1998 ; 

Kamolratanakul P., 1999）がみられる一方で，DOT（服薬確認）有群と DOT 無（単独
での服薬）群における Randomized Controlled Trial (RCT)により治療成績に差がないと
する研究報告（Walley J. D., 2001）や，DOTS 群と単独服薬群とで効果に差がないとす
るシステマティックレビューもみられる．（Volmink J., 1997; 2012）これは，研究に用い
た介入としての DOT の内容の差により生じると考えられ（Rusen I. D. 2007; 伊藤, 2008），
DOTSの評価においては，その介入の内容を正確に把握し記述した上で検討する必要があ
る．またこれらの DOTS の効果についての研究は，治療成績や患者の服薬状況を評価す
ることにより検討したものが多く，医療を行う側の視点による研究が大勢である．療養す
る結核患者の視点から DOTS の効果について検討した研究は，インタビューによる語り
の内容を質的に分析した研究にみられ，治療の内容についてだけではなく生活全般に関わ
る内容について描かれている文献もあるが（長弘，2007; Kawatsu, L., 2013），結核患者
の生活や心理面への影響を中心に実証的に検討された研究はほとんどなく，今後理解・発
展が必要とされている（Chang B, 2004）．結核患者への DOTSによる服薬療養支援がど
のように行われ，それらを受けて療養する結核患者の生活及び心理面がどのように変容し
ているのかを検討することには，大きな意義がある． 

 

2. 研究の目的 

1) 研究Ⅰ 

DOTS による服薬療養支援を受ける結核患者が，どのように療養生活を継続したか，それに
よりどのような帰結がもたらされたかについて記述し，“DOTSによる服薬療養支援を受ける結
核患者の療養生活”の概念を明確化することを目的とする． 

 

2) 研究Ⅱ 

DOTS による服薬療養支援を受けて療養する結核患者を対象に，質的記述を含む自記式質問
紙調査を実施し，次のことを記述することを目的とした．  

（1) 結核患者の特性と，患者の服薬行動，生活及び心理的変容 

（2) DOTSによる服薬療養支援と，結核患者の服薬行動，生活及び心理的変容との関連性 

（3) DOTSによる服薬療養支援を受けて療養する結核患者の心理的変容の関連要因 

（4) DOTS による服薬療養支援を受けて療養する結核患者から得られた質的記述を分析し，
療養生活の促進・阻害要因及び療養する結核患者の帰結を抽出する． 

 

3. 研究の方法 

1) 研究Ⅰ 

Rodgers の概念分析の枠組を参考として，地域 DOTS を主体的に実施する機関の保健師 8 人
から半構造化面接の協力を得て，語りの内容からカテゴリを抽出し構造的に概念を検討した． 

 



2) 研究Ⅱ 

DOTS による服薬療養支援を受けて療養する結核患者及び患者の担当看護職を対象として，
自記式質問紙調査または聞き取り調査を用いた質的記述を含む横断的記述調査による混合研究
法をデザインとした．測定変数は，人口学的特性を含む個人特性，疾患及び治療に伴い生じる特
性，DOTS による服薬療養支援，生活行動の改善状況，Posttraumatic Growth とした．分析は，
記述統計及び相関分析により対象の概要を記述し，DOTS の頻度による群わけを行い比較・検
討した．さらに，重回帰分析を用いて生活行動及び Posttraumatic Growth の関連要因を検討
し，質的記述においては，結核患者の療養生活の阻害・促進要因，療養生活の帰結について，内
容分析により整理・記述した．倫理的配慮として，対象者及び関係者には研究の目的や方法，研
究参加への任意性及び個人情報の保護等を説明し，同意を得て実施した． 

 

4. 研究成果 

1) 研究Ⅰ（図 1） 

属性は，結核患者に対して実施される DOTS による服薬療養支援から影響を受ける療養生活
の継続として捉えられ，3 つのカテゴリにより説明された．先行要因は，DOTS による服薬療養
支援に際してのアセスメントの視点と重なるものであり，帰結では，結核患者の心理及び生活面
の改善が導かれた．本概念は，先行要因から影響を受けるとともに，結核患者に対して実施され
る DOTS による服薬療養支援からの影響も受け，帰結を生起していた．最終的に，本概念が定
義づけられるテーマを＜治療の伴走者を得て完治にむけて走り続ける＞とした．病を患う者と
のヘルスケアパートナーシップの構築にも活用できる要素が含まれ，地域・公衆衛生看護学の発
展に寄与できるものと考える． 

  

図１ “DOTSによる服薬療養支援を受ける結核患者の療養生活”の概念 

 

2) 研究Ⅱ 

（1) 対象者の概要（表 1） 

対象者は 63.3±15.8 (range 22-90), 98 (78.4%)が男性であった. 結核がみつかったときの住居
については，自宅があった者が 97人（77.6%）であり，自宅がなかった 26人（20.8%）の内訳
は，簡易宿泊所や路上生活，刑務所に収監中等であった．また，同居者がいた者は 61人（49.6%），
ひとり暮らしだった者は 62人（48.8%）であった．結核の症状は，mild の者が 64人（51.28%），
moderate の者が 34人（27.2%），severe の者が 27 人（21.6%）であった． 

 

（2) DOTSによる服薬療養支援のアウトカム（表 2） 

服薬行動の状況は Adherent の者が 94 人（75.2%）の一方で，Non adherent の者は 31 人
（24.8%）みられた．治療開始後の体調変化については，「よくなった」・「少しよくなった」者が
67人（53.1%），「変わらない」者が 46人（37.3%），「悪くなった」と回答した者が 12人（9.5%）
であった．心理的成長の指標として用いた Posttraumatic Growth は 21.7±11.1 (range 0-50)で
あり、治療中断リスクが高いと判断された毎日 DOTSが実施された群において高値であった。 



表 1 DOTS による服薬療養支援を受けて療養する結核患者の概要 

  
 

表 2 DOTS による服薬療養支援のアウトカム 

 



（3) DOTSによる服薬療養支援を受療する結核療養者の心理的変容の関連要因（表 3） 

DOTS が実施されていることを認識する者ほど、また DOTS が実施されている者ほど，
Posttraumatic Growth を高めていたことが示された． 

 

表 3 DOTS による服薬療養支援を受けて療養する結核患者における心的変容の関連要因 

 

 

DOTS による服薬療養支援を受けて療養する結核患者は，服薬行動の遵守のみならず，生活
行動を改善し心理的成長（Posttraumatic Growth）に至る経験をし，患者の個人特性に合わせ
た包括的な DOTS による服薬療養支援が寄与することが示され，このような家族・多機関協働
によるケア体制は，多くの健康課題を抱える者への支援においても参考とできると考えられる． 
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